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(57)【要約】
　ドメイン駆動式の短縮ダイヤル方法およびシステムは、例えば、Ｍが電話番号の長さ未
満の整数である場合、電話番号の最後のＭ桁など、短縮ダイヤル列を用いてユーザが電話
番号をダイヤルすることを可能にする。短縮ダイヤル列は、完全な電話番号に自動的に解
決され、その番号がダイヤルされる。ユーザの入力が一義的に解決されない場合、ダイヤ
ルに向けて、限定された候補番号のセットの中から選択するようユーザに促すことが可能
である。あるいは、システムが「最善の推定」を行うことも可能である。ユーザがどの電
話番合をかけようとしているのかを決定するために、これまでのダイヤル習性、ユーザの
周知の特徴、ユーザの好み、場所、ドメイン、および／またはその任意の組合せが使用さ
れ得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　短縮ダイヤル列を含む発呼側入力を受信するステップと、
　前記短縮ダイヤル列から電話番号を決定するステップと、
　前記決定された電話番号の呼出しを開始するステップと
　を含む、電話番号の短縮ダイヤル方法。
【請求項２】
　前記電話番号を決定するステップが、前記短縮ダイヤル列と一致する一続きの数字を有
する電話番号を選択するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記電話番号を決定するステップが、前記短縮ダイヤル列と一致する最後の一続きの数
字を有する電話番号を選択するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記電話番号を決定するステップが、
　少なくとも１つのドメインを決定するステップと、
　少なくとも１つの決定されたドメインに属し、前記短縮ダイヤル列と一致する一続きの
数字を有する電話番号を選択するステップと
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　少なくとも１つのドメインを決定するステップが、前記発呼側が属するドメインを決定
するステップを含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　ドメイン・メンバーシップが自動的に決定される、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　ドメイン・メンバーシップがユーザ構成される、請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　ドメイン・メンバーシップに対応して、呼出しネットワークを選択するステップをさら
に含む、請求項４に記載の方法。
【請求項９】
　発呼側入力を受信するステップが、呼出し装置を経由して発呼側入力を受信するステッ
プを含み、少なくとも１つのドメインを決定するステップが、前記呼出し装置が属するド
メインを決定するステップを含む、請求項４に記載の方法。
【請求項１０】
　前記電話番号を決定するステップが、
　少なくとも２つのドメインを決定するステップと、
　少なくとも２つの電話番号を決定するステップであって、各々が少なくとも１つの決定
されたドメインに属し、前記短縮ダイヤル列と一致する一続きの数字を有するステップと
、
　ドメイン優先順位に基づき前記決定された電話番号のうち１つを選択するステップと
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　ドメイン優先順位が所定の、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　ドメイン優先順位が、時刻、曜日、日付、場所、およびユーザ構成のうち少なくとも１
つに応じて変えることが可能な、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記電話番号を決定するステップが、
　少なくとも２つの電話番号を決定するステップであって、各々が前記短縮ダイヤル列と
一致する一続きの数字を有するステップと、
　前記決定された電話番号の中から選択するよう発呼側に促し、発呼側の電話番号の選択
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を受信するステップと
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記電話番号を決定するステップが、
　少なくとも２つの電話番号を決定するステップであって、各々が前記短縮ダイヤル列と
一致する一続きの数字を有するステップと、
　過去のダイヤル習性に基づき前記電話番号のうち１つを選択するステップと
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記電話番号を決定するステップが、
　少なくとも２つの電話番号を決定するステップであって、各々が前記短縮ダイヤル列と
一致する一続きの数字を有するステップと、
　少なくとも１つの追加の数字を入力するよう発呼側に促すステップと、
　少なくとも１つの追加の数字を受信することに対応して、前記短縮ダイヤル列から電話
番号を決定するステップと
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記電話番号を決定するステップが、
　データ記憶装置から、前記短縮ダイヤル列と一致する一続きの数字を有する、少なくと
も１つの電話番号を取り出すステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　発呼側入力を受信するステップが呼出し装置で実行され、前記データ記憶装置が前記呼
出し装置に関して遠隔に配置される、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記電話番号を決定するステップが、前記呼出し装置で、
　短縮ダイヤル問合わせを作成するステップと、
　前記短縮ダイヤル問合わせを、前記データ記憶装置にアクセス可能な情報源に送信する
ステップと、
　前記情報源から、前記決定された電話番号を含めた応答を受信するステップと
　を含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記電話番号を決定するステップが、無線キャリア音声スイッチで、
　短縮ダイヤル問合わせを作成するステップと、
　前記短縮ダイヤル問合わせを、前記データ記憶装置にアクセス可能な情報源に送信する
ステップと、
　前記情報源から、前記決定された電話番号を含めた応答を受信するステップと
　を含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　発呼側入力を受信するステップが呼出し装置で実行され、前記データ記憶装置が前記呼
出し装置に配置される、請求項１６に記載の方法。
【請求項２１】
　発呼側入力を受信するステップが呼出し装置で実行される、請求項１に記載の方法。
【請求項２２】
　前記呼出し装置が、無線電話、有線電話、インターネット接続電話、携帯情報端末、ラ
ップトップ・コンピュータ、ハンドヘルド・コンピュータ、デスクトップ・コンピュータ
、公衆電話、およびキオスクからなるグループから選択された少なくとも１つを含む、請
求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記短縮ダイヤル列から電話番号を決定するステップが、候補電話番号のセットから少
なくとも１つの候補電話を取り出すステップを含み、前記候補電話番号のセットが前記発
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呼側の少なくとも１つの特徴に基づき決定される、請求項１に記載の方法。
【請求項２４】
　コンピュータ可読媒体と、
　　短縮ダイヤル列を含む発呼側入力を受信するステップ、
　　前記短縮ダイヤル列から電話番号を決定するステップ、および
　　前記決定された電話番号の呼出しを開始するステップ
　のための、前記媒体上の符号化されたコンピュータ・プログラム・コードと
　を含む、電話番号の短縮ダイヤルのためコンピュータ・プログラム製品。
【請求項２５】
　前記電話番号を決定するための前記コンピュータ・プログラム・コードが、前記短縮ダ
イヤル列と一致する一続きの数字を有する電話番号を選択するためのコンピュータ・プロ
グラム・コードを含む、請求項２４に記載のコンピュータ・プログラム製品。
【請求項２６】
　前記電話番号を決定するための前記コンピュータ・プログラム・コードが、前記短縮ダ
イヤル列と一致する最後の一続きの数字を有する電話番号を選択するためのコンピュータ
・プログラム・コードを含む、請求項２４に記載のコンピュータ・プログラム製品。
【請求項２７】
　短縮ダイヤル問合わせを解決するための関連性を記憶するための電話番号記憶装置と、
　短縮ダイヤル列を含む短縮ダイヤル問合わせを受信し、前記電話番号記憶装置を参照す
ることにより前記短縮ダイヤル列から電話番号を決定するための短縮ダイヤル・インター
フェース・サーバと、
　前記決定された電話番号の呼出しを開始するために、前記決定された電話番号を呼出し
イニシエータに送信するための通信機構と
　を含む、電話番号の短縮ダイヤル用のシステム。
【請求項２８】
　前記短縮ダイヤル・インターフェース・サーバが、前記短縮ダイヤル列と一致する一続
きの数字を有する電話番号を選択するステップによって前記電話番号を決定する、請求項
２７に記載のシステム。
【請求項２９】
　前記短縮ダイヤル・インターフェース・サーバが、前記短縮ダイヤル列と一致する最後
の一続きの数字を有する電話番号を選択するステップによって前記電話番号を決定する、
請求項２７に記載のシステム。
【請求項３０】
　前記短縮ダイヤル・インターフェース・サーバが、
　少なくとも１つのドメインを決定するステップと、
　少なくとも１つの決定されたドメインに属し、前記短縮ダイヤル列と一致する一続きの
数字を有する電話番号を選択するステップと
　によって前記電話番号を決定する、請求項２７に記載のシステム。
【請求項３１】
　前記短縮ダイヤル・インターフェース・サーバが、前記発呼側が属するドメインを決定
するステップによって少なくとも１つのドメインを決定する、請求項３０に記載のシステ
ム。
【請求項３２】
　ドメイン・メンバーシップが自動的に決定される、請求項３０に記載のシステム。
【請求項３３】
　ドメイン・メンバーシップがユーザ構成される、請求項３０に記載のシステム。
【請求項３４】
　ドメイン・メンバーシップに対応して呼出しネットワークを選択するためのスイッチを
さらに含む、請求項３０に記載のシステム。
【請求項３５】
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　前記短縮ダイヤル・インターフェース・サーバが呼出し装置で発生する発呼側入力を受
信し、
　前記短縮ダイヤル・インターフェース・サーバが、前記呼出し装置が属するドメインを
決定するステップによって、少なくとも１つのドメインを決定する、請求項３０に記載の
システム。
【請求項３６】
　前記短縮ダイヤル・インターフェース・サーバが、
　少なくとも２つのドメインを決定するステップと、
　少なくとも２つの電話番号を決定するステップであって、各々が少なくとも１つの決定
されたドメインに属し、前記短縮ダイヤル列と一致する一続きの数字を有するステップと
、
　ドメイン優先順位に基づき前記決定された電話番号のうち１つを選択するステップと
　によって前記電話番号を決定する、請求項２７に記載のシステム。
【請求項３７】
　ドメイン優先順位が所定である、請求項３６に記載のシステム。
【請求項３８】
　ドメイン優先順位が、時刻、曜日、日付、場所、およびユーザ構成のうち少なくとも１
つに応じて変えることが可能な、請求項３６に記載のシステム。
【請求項３９】
　前記短縮ダイヤル・インターフェース・サーバが、
　少なくとも２つの電話番号を決定するステップであって、各々が前記短縮ダイヤル列と
一致する一続きの数字を有するステップと、
　前記決定された電話番号の中から選択するよう発呼側に促す指示を呼出し装置に送信す
るステップと
　電話番号の発呼側選択を受信するステップと
　によって前記電話を決定する、請求項２７に記載のシステム。
【請求項４０】
　前記短縮ダイヤル・インターフェース・サーバが、
　少なくとも２つの電話番号を決定するステップであって、各々が前記短縮ダイヤル列と
一致する一続きの数字を有するステップと、
　過去のダイヤル習性に基づき前記電話番号のうち１つを選択するステップと
　によって前記電話番号を決定する、請求項２７に記載のシステム。
【請求項４１】
　前記短縮ダイヤル・インターフェース・サーバが、
　少なくとも２つの電話番号を決定するステップであって、各々が前記短縮ダイヤル列と
一致する一続きの数字を有するステップと、
　少なくとも１つの追加の数字を入力するよう発呼側に促す指示を呼出し装置に送信する
ステップと、
　少なくとも１つの追加の数字を受信するステップに対応して、前記短縮ダイヤル列から
電話番号を決定するステップと
　によって前記電話番号を決定する、請求項２７に記載のシステム。
【請求項４２】
　短縮ダイヤル・インターフェース・サーバが、
　前記電話番号記憶装置から前記短縮ダイヤル列と一致する一続きの数字を有する少なく
とも１つの電話番号を取り出すステップ
　によって前記電話番号を決定する、請求項２７に記載のシステム。
【請求項４３】
　発呼側入力が呼出し装置で発生し、前記電話番号記憶装置が前記呼出し装置に関して遠
隔に配置される、請求項４２に記載のシステム。
【請求項４４】



(6) JP 2008-533763 A 2008.8.21

10

20

30

40

50

　前記呼出し装置が、無線電話、有線電話、インターネット接続電話、携帯情報端末、ラ
ップトップ・コンピュータ、ハンドヘルド・コンピュータ、デスクトップ・コンピュータ
、公衆電話、およびキオスクからなるグループから選択された少なくとも１つを含む、請
求項４３に記載のシステム。
【請求項４５】
　前記短縮ダイヤル・インターフェース・サーバが、候補電話番号のセットから少なくと
も１つの候補電話番号を取り出すことによって、前記短縮ダイヤル列から電話番号を決定
し、前記候補電話番号のセットが前記発呼側の少なくとも１つの特徴に基づき決定される
、請求項２７に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、参照により本明細書に組み込まれている、２００５年１月２４日に出願した
「ＤＯＭＡＩＮ－ＤＲＩＶＥＮ　ＡＢＢＲＥＶＩＡＴＥＤ　ＤＩＡＬＩＮＧ」と題された
、米国仮出願第６０／６４６，６６１号の優先権を主張するものである。
【０００２】
　本出願は、その開示が参照により本明細書に組み込まれている、以下の米国特許出願に
関する。
　２００５年２月１６日に出願したＣＡＬＬ　ＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴに関する米国特許出
願第１１／０６０，２３２号（整理番号９１９３）
　２００５年２月１６日に出願したＤＹＮＡＭＩＣＡＬＬＹ　ＲＯＵＴＩＮＧ　ＴＥＬＥ
ＰＨＯＮＥ　ＣＡＬＬＳに関する米国特許出願第１１／０６０，６４２号（整理番号１０
０３　１）
　２００５年２月１６日に出願したＩＮＦＯＲＭＩＮＧ　ＣＡＬＬＥＲ　ＯＦ　ＣＡＬＬ
ＥＥ　ＡＣＴＩＶＩＴＹ　ＭＯＤＥに関する米国特許出願第１１／０６０，０８５号（整
理番号１００３２）
【０００３】
　本発明は一般に電話番号のダイヤルに関し、より詳細には、電話番号の短縮ダイヤルを
可能にするための技術に関する。
【背景技術】
【０００４】
　多くの場合、電話番号は記憶するのが困難であり、キーパッド上に入力しにくい。米国
では、電話番号の長さは一般に、３桁の市外局番と７桁の市内局番を含む１０桁である。
一般的な電話のユーザは、友人、家族、仕事関係者など、多くの人々の電話番号を記憶す
る仕事が課せられる。多くのユーザは、定期的に電話をかける人々全ての電話番号はもち
ろんのこと、たまにしか電話をかけない人々全ての電話番号を記憶することに困難を感じ
る。ユーザが記憶することができる電話番号の数は、ユーザが長い数字列を記憶し、それ
らの数字列を個人または別の被呼側と関連付ける能力に制約される。
【０００５】
　加えて、多くのユーザは、電話番号をかけるステップは時間がかかり、間違いを起こし
やすいと感じる。誤って打ち込まれた数字は、間違い電話、不必要な電話料金、両当事者
にとっての不都合、（留守番電話メッセージが間違った人物の電話機に残された場合）情
報伝達の喪失、再ダイヤルの際の時間浪費、またはこれらの任意の組合せをもたらす場合
がある。
【０００６】
　スピード・ダイヤル・ボタンおよび電話内ディレクトリは問題を軽減できる。１つのボ
タン（または少数のボタン）を押すだけで電話をかけることができるように、ユーザは頻
繁に使用される電話番号を自分の電話にプログラムすることができる。多くの携帯電話お
よび通常の電話はそのような機能を組み込んでいる。
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【０００７】
　しかし、これらの機能は一般に、電話番号をプログラムし、（電話番号に関連する氏名
の打込みを含めて）その電話番号をボタンまたはディレクトリ入力に割り当てるユーザに
よる行為を必要とする。多くのユーザはそのようなプログラム操作を実行する方法を知ら
ないか、またはそのような実行を厄介と感じる。
【０００８】
　加えて、そのような機能は、通常、特定の電話機特有のものである。ユーザが自分の電
話のうち１つを頻繁に呼び出される番号のセットによりプログラムする場合、それらの番
号はそのユーザに関連する別の電話では利用できない。したがって、ユーザは自分の電話
全てに対して別々にプログラム操作を行うことを余儀なくされる。多くの状況において、
ユーザは異なるスピード・ダイヤル・ボタンが異なる電話に適用されることを記憶しなけ
ればならない場合がある（＃１は１つの電話機からユーザの母親を呼び出すが、＃４は別
の電話から同じ番号を呼び出す場合がある）。
【０００９】
　ボタンまたは電話内ディレクトリから電話番号を更新することおよび／または削除する
ことは厄介な場合がある。自分の電話全てを定期的に更新しないユーザは、自分の電話機
のいくつかまたは全てに関する情報が古いことに気がつく場合がある。もはや必要でない
（すなわち古い）電話番号はディレクトリ内またはスピード・ダイヤル・ボタン上のスペ
ースを占める場合があり、または誤った番号が呼び出される原因になり得る。
【００１０】
　市外局番が変わる際にユーザが自分の記憶された番号を更新しない可能性があるため、
市外局番の変更も問題につながる場合がある。
【特許文献１】米国仮出願第６０／６４６，６６１号
【特許文献２】米国特許出願第１１／０６０，２３２号
【特許文献３】米国特許出願第１１／０６０，６４２号
【特許文献４】米国特許出願第１１／０６０，０８５号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　したがって、必要とされるのは、電話をかけるためにユーザが記憶することが求められ
る情報量を削減する改善された技術である。さらに必要とされるのは、ユーザが全部の電
話番号を記憶することまたはダイヤルすることを必要とせずに、かつ上で議論された制限
および問題を受けずに、電話をかけることを可能にする技術である。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本明細書で提供される技術によれば、ドメイン駆動式の短縮ダイヤル方法およびシステ
ムが提供される。本発明のシステムおよび方法は、ユーザが短縮ダイヤル列を用いて電話
番号をダイヤルすることを可能にする。この数字列の長さを削減することは、ダイヤル・
エラーの可能性を減らし、ユーザがより多くの人々のグループに関する電話番号を記憶す
ることを可能にする。加えて、本明細書で説明される技術は、一般に、通常のスピード・
ダイヤル・ボタンおよび電話内ディレクトリに関連する制限を受けない。
【００１３】
　Ｍが電話番号の長さ未満の整数である場合、ユーザは電話番号の最後のＭ桁をダイヤル
できる。本明細書で提供される技術によれば、ユーザの入力は完全な電話番号に自動的に
解決され（ｒｅｓｏｌｖｅｄ）、その番号がダイヤルされる。ユーザの入力が一義的に解
決されない場合、ダイヤルに向けて、限定された候補番号のセットの中から選択するよう
ユーザに促すことが可能である。あるいは、システムが「最善の推定」を行うことも可能
である。ユーザがどの電話番合をかけようとしているのかを決定するために、これまでの
ダイヤル習性、ユーザの周知の特徴、ユーザの好み、場所、ドメイン、および／またはそ
の任意の組合せが使用され得る。
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【００１４】
　本発明は、これにより、ユーザが完全な電話番号を記憶することまたはダイヤルするこ
とを必要とせずに、電話をかけることができる技術を提供する。
【００１５】
　当業者は以下の議論から、本明細書で説明される原理から逸脱せずに、本明細書に例示
された構造および方法の代替的な実施形態を使用できることを容易に理解されよう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
定義
　本明細書で提供される説明において、本発明は電話および電話呼出しに関して説明され
る。しかし、当業者は、本明細書で説明される技術は電話呼出しまたはその他の通信を開
始するために任意のクライアント装置によって使用され得ることを認識されよう。したが
って、用語「電話」および「電話呼出し」は、それぞれ任意の種類のクライアント装置お
よび任意の種類の通信を包括するものと考えられたい。通信を開始する装置は、ユーザが
それを使って通信を実施する装置でなくてもよい。クライアント装置の例は、移動体電話
、ＰＢＸ局電話、家庭用電話、コンピュータ、ハンドヘルド装置、携帯情報端末などを限
定することなく含む。本明細書で提供される説明において、用語「電話」および「クライ
アント装置」は交換可能に使用される。
【００１７】
　電話番号は、例えば、公衆電話網（ＰＳＴＮ）またはその他の電話網を用いて呼出しを
開始するために使用される数字列である。米国では、電話番号の長さは一般に（３桁の市
外局番を含めて）１０桁である。しかし、用語「電話番号」の使用は、決して限定的であ
ることを意図されず、そのような専門用語は、数字もしくはアルファベット文字またはそ
の任意の組合せを含めて、電話呼出しまたはその他の通信を開始するために使用され得る
、任意のその他の一続きの数字を含むものと考えられたい。
【００１８】
　以下の説明において、用語「短縮ダイヤル列」は、通常、発呼側の装置からダイヤルさ
れることになる電話番号より短い文字列を指す。一実施形態では、短縮ダイヤル列は電話
番号の最後のＮ桁であるか、または電話番号内に現れる何らかのその他の数字列である。
【００１９】
システム動作
　一実施形態によれば、本発明のシステムは、本明細書でやはり短縮アドレスとも呼ばれ
る、ユーザによって入力される短縮電話番号を受信し、ユーザがどの電話番号をかけよう
としているのかを決定する。以下に詳細に説明されるように、ユーザが短縮アドレスによ
り呼出しを開始する場合、システムはドメイン・メンバーシップを用いて、あいまいさを
削減または排除する。
【００２０】
　一実施形態では、各ユーザは１つまたは複数のドメインと関連する。ユーザがダイヤル
する（またはダイヤルする可能性の高い）電話番号はドメインにグループ化される。この
グループ化は、電話システムの最初の使用時または構成時を含めて、または明示的にもし
くは暗黙的にドメインを設定するためのユーザ動作に応じて、いつでも発生してよい。
【００２１】
　ドメインは共通の属性を有する電話番号のセットである。ドメインの例は以下を含む。
ユーザの仕事仲間の一部または全ての電話番号のセット（ＷＯＲＫ）。
ユーザの家族の一部または全ての電話番号のセット（ＦＡＭＩＬＹ）。
ユーザがＮ回ダイヤルした電話番号のセット（Ｎ＞＝１である）（ＤＩＡＬＥＤ）。
ユーザがＮ回から電話を受けた電話番号のセット（Ｎ＞＝１である）（ＲＥＣＥＩＶＥＤ
）。
ユーザの携帯電話、またはその他のアドレス・ブック内に記憶された電話番号のセット。
共通の属性に基づき、複数のドメインが作り出されてもよい（ＣＯＮＴＡＣＴＳ、ＦＲＩ
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ＥＮＤＳ）。
ユーザの１つまたは複数のドメインの別のメンバーの１つまたは複数のドメイン内に見つ
かった電話番号のセット（ＩＮＤＩＲＥＣＴ）。
【００２２】
　当業者は多くの他の種類のドメインが提供され得ることを認識されよう。
【００２３】
　任意のまたは全てのこれら電話番号のセットは電話自体、またはクロス・ネットワーク
・ダイヤル式（ｃｒｏｓｓ－ｎｅｔｗｏｒｋ　ｄｉａｌｅｄ）電話番号リストなどの一部
のその他のリポジトリ（ｒｅｐｏｓｉｔｏｒｙ）内に備わっていてもよい。例えば、１つ
または複数の装置へのユーザの電話の発信（または着信）呼出しの全てが共通のデータベ
ース内で記録される場合、そのデータベースを用いて異なるネットワーク要素を共働させ
、短縮ダイヤルを含めて、クロス・ネットワーク・サービスを提供することが可能であり
、これによりネットワーク要素のいずれかを使用する場合、ユーザの経験がより一貫した
ものになる。
【００２４】
　ユーザは、ドメイン内に電話番号を有することによって、またはドメインとの明示的な
関連性によって、そのドメインと関連付けられてもよい。例えばユーザは、例えば、ウェ
ブサイトを使用してドメインを選択することにより、自分自身または自分の（１つまたは
複数の）装置をそのドメインと明示的に関係付けてもよい。購買時点の家族プランは暗黙
的な関連性の例である。あるいは、ユーザが「Ｗｏｒｋ－Ｃｏｍｐａｎｙ－ＸＹＺ」など
のドメインのメンバーである場合、ドメインのメンバーであるユーザの配信装置もそのド
メインに暗黙的に関連付けられてよい。ユーザの装置のうち１つがドメインのメンバーで
ある場合、その装置の全てはそのドメインと暗黙的に関連付けられてもよい。この説明に
おいて、用語「メンバーシップ」は、電話番号がそのドメイン内にあることを意味し、用
語「関連性」はその装置が短縮ダイヤル探索の際にそのドメインを使用することを意味す
る。
【００２５】
　次に図３を参照すると、本発明に従って電話呼出しを開始する方法の例が示される。電
話呼出しを行うために、ユーザは短縮アドレス３０１を入力する。この短縮アドレスは、
ユーザが呼び出すことを望む電話番号の最後のＭ桁（Ｍ＞＝１である）である。ユーザは
メモリから短縮アドレスを入力してもよく、またはディレクトリ内で探索してもよい。
【００２６】
　システムは、この短縮アドレスを用いてユーザに関連するドメインの全てを通じて探索
３０２を行う。上述のように、ユーザに関連するドメインは、ユーザがそこから呼び出し
ている電話番号との関連性によって決定される。
【００２７】
　短縮アドレスとして入力された数字の数は変えることが可能である。一実施形態では、
考えられる被呼側の小さなセットと一致する電話番号のあいまいさを減らすのに十分な数
字を提供することが好ましい。別の実施形態では、意図された被呼側が短縮アドレスから
確実に決定され得るように、あいまいさを排除するのに十分な数字を提供することが好ま
しい。
【００２８】
　意図された被呼側を短縮アドレスから確実に決定することが可能かどうか３０３、また
は最善の推定を行うことが可能かどうかに関して、決定が下される。可能である場合、決
定された番号が呼び出される３０４。可能でない場合、システムは一致する番号の中から
選択するようユーザに促す３０５ことができる。ユーザの選択を受け取る３０６と、決定
された番号が呼び出される３０４。
【００２９】
システム動作
　次に図１を参照すると、一実施形態に従って本発明を実施するためのアーキテクチャの



(10) JP 2008-533763 A 2008.8.21

10

20

30

40

50

例が示される。無線キャリア音声サービス・プロバイダ１０１が音声呼出しを処理する。
クライアント装置１００は、ダイヤルされることになる完全な電話番号を取得するために
、短縮ダイヤル・サービス・プロバイダ１０２に配置される短縮ダイヤル・インターフェ
ース・サーバ１０５に問合わせを行う。この問合わせは、サービス・プロバイダ１０２が
問合わせを解決するために使用できる（クライアント装置１００の電話番号などの）他の
情報に加えて、ユーザが入力した短縮ダイヤル列を含む。サーバ１０５への問合わせは、
装置１００から直接行ってもよく、または無線キャリアによってもしくは一部のその他キ
ャリアによって運営される可能性があるデータ・サービス・プロバイダ１０３を経由して
行ってもよい。クライアント装置１００は、短縮ダイヤル・サービス１０２と直接通信す
る。サーバ１０５はドメイン／電話番号記憶装置１０６から適切な電話番号を取り出し、
問合わせ応答としてその電話番号をクライアント装置１００に戻す。一実施形態では、ク
ライアント装置１００とサービス１０２との間（および／またはデータ・サービス１０３
とダイヤル・サービス１０２との間）の通信は、例えば、無線インターネット接続を含め
て、インターネット１０４上で行われる。
【００３０】
　サービス１０２から電話番号を受け取ると、クライアント装置１００は、通常の手段に
従って、無線キャリア１０１との通信によって呼出しを開始する。
【００３１】
　図１に示されるアーキテクチャでは、短縮ダイヤル・サービス１０２との通信はクライ
アント装置１００と無線キャリア１０１との間の通常通信から独立している。クライアン
ト装置１００の製造者は、短縮電話番号がダイヤルされるときはいつでも、サービス１０
２に問合わせを行い、サービス１０２から情報を受信するために装置１００内に機能性を
組み込んでもよい。あるいは、サービス１０２に問合わせを行うための機能性は、例えば
、Ｊ２ＭＥまたはＭｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｍｏｂｉｌｅアプリケーションなど、クライアン
ト装置１００上で実行するソフトウェア・アプリケーションとして実現されてもよい。し
たがって、図１の実施形態は無線キャリア１０１の協働または許可なしに実現され得る。
したがって、無線キャリア１０１の協働または許可を取得するのが困難な場合、この実施
態様は有利である。
【００３２】
　次に図２を参照すると、電話番号探索を実行するために無線キャリア１０１が短縮ダイ
ヤル・サービス１０２と通信する、代替的な実施形態が示される。クライアント装置１０
０は、無線キャリア１０１でスイッチ２０１と通信することによって呼出しを開始する。
スイッチ１０１は短縮ダイヤル制御アプリケーション２０２を起動させ、短縮ダイヤル制
御アプリケーション２０２は短縮ダイヤル問合わせを短縮ダイヤル・サービス１０２の短
縮ダイヤル・インターフェース・サーバ１０５に送る。サーバ１０５はドメイン／電話番
号記憶装置１０６から適切な（１つまたは複数の）電話番号を取り出し、問合わせ応答と
してそれ／それらを短縮ダイヤル制御アプリケーション２０２に戻す。
【００３３】
　適切な場合（例えば、２つ以上の候補電話番号がサーバ１０５によって戻された場合）
、アプリケーション２０２は、候補の中から選択するためのインターフェースをユーザに
示すようクライアント装置１０１に促す。ユーザはクライアント装置１００で利用可能な
入出力機能性を経由して選択を行い、ユーザの選択結果はアプリケーション２０２に返さ
れる。
【００３４】
　短縮ダイヤル制御アプリケーション２０２は、次いでクライアント装置１００から受け
取った選択を用いて（または単一の候補が確認された場合、サーバ１０５からの結果を用
いて）、スイッチ２０１を経由して呼出しを開始する。
【００３５】
　当業者は、図１および２に例示されたシステム・アーキテクチャは単に例示的であり、
本発明は多くのその他のアーキテクチャおよび環境を用いて実施し、実現することが可能
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番号との間の関連性はクライアント装置１００で局所的に記憶される。記憶装置１０６に
類似したドメイン／電話番号記憶装置は、装置１００に含まれてもよい。そのような実施
形態では、短縮アドレスは、短縮ダイヤル・サービス１０２とのまたは任意の他の外部サ
ービスとの通信の必要なしに、クライアント装置１００自体で局所的に解決されてもよい
。短縮ダイヤルは、移動体装置アドレス・ブック、着信呼出し記録、呼び出された番号記
録、またはその他の局所記憶装置内に記憶された電話番号にアクセスするために使用され
てもよい。ユーザは短縮アドレスを明示的に割り当てるまたは構成する必要がないという
点で、そのような実施態様は通常のスピード・ダイヤル・ボタンに勝る利点を有する。
【００３６】
　さらに別の実施形態では、一般に使用される電話番号の関連性が局所的に記憶されると
同時に、一般に使用される頻度の低い電話番号の関連性は短縮ダイヤル・サービス１０２
に記憶される。キャッシング構成は、２つの位置で関連性の記憶装置を管理するために実
現されてもよい。
【００３７】
探索方法
　サーバ１０５は、探索アルゴリズムを用いて、ユーザと関連するドメイン内の一致する
電話番号を探索する。一実施形態では、探索アルゴリズムは、ユーザのドメインの全てを
（ユーザの各ドメイン内の全ての電話番号の集約から構成される電話番号のセットに相当
する）等しい順位で処理するか、または事前に設定された順序でドメインを探索し、ドメ
イン内に第１の一致または一致のセットを探し、次いでより低い順位のドメインの探索を
終えてもよい。探索された、いくつかのまたは全てのドメイン内のいくつかのまたは全て
の電話番号は、集中データベース（ドメイン／電話番号記憶装置１０６）内に記憶されて
もよく、または任意の数のネットワークに接続されたデータベースから動的に問合わせが
行われてもよい。これらのデータベースは公開ディレクトリ、共有ディレクトリ、企業デ
ィレクトリ（Ｏｕｔｌｏｏｋ／Ｅｘｃｈａｎｇｅまたはその他）、ＳＩＰ代理サーバ、企
業ＬＤＡＰディレクトリまたはその他の電話番号データベース記憶装置を含んでもよい。
【００３８】
　一実施形態では、探索アルゴリズムは動的で、時刻、ユーザがそこから呼び出している
電話番号、存在（ｐｒｅｓｅｎｃｅ）、場所、過去のユーザの呼出し習性などの入力の任
意の組合せを利用する。これらの入力は、ユーザのドメインを異なる順序でかつ／または
異なる組合せで探索させることを可能にする。例えば、勤務時間内はＷＯＲＫドメインが
ＦＡＭＩＬＹドメインの前に探索されることになり、勤務時間外はＦＡＭＩＬＹドメイン
が初めに探索される。探索アルゴリズムは、時刻、場所などを考慮して、ユーザが呼び出
す可能性が最も高いのは誰かを順応的に求めることができる。探索アルゴリズムは、最も
可能性の高い少数の選択肢を電話機上に常に表示することもできる。簡単な例として、勤
務時間内には最近ダイヤルされた５つのＷＯＲＫ電話番号が表示されることになり、勤務
時間外には最近ダイヤルされた５つのＦＡＭＩＬＹ電話番号が表示されることになる。
【００３９】
　探索は結果をもたらす。探索結果は（図１のアーキテクチャが使用されている場合）直
接クライアント装置１００に、または無線キャリア１０１などの中間ネットワーク装置に
戻される。要求装置（クライアント装置１００または中間ネットワーク装置）は、戻され
た結果に基づき呼出しを行ってもよく、または呼出しを行う前にユーザから別の情報に関
して問合わせを行ってもよい。
【００４０】
　サーバ１０５から受け取った結果に応じて、いくつかの動作のうちいずれかを行うこと
ができる。システムおよびクライアント装置が取り得るいくつかの考えられる結果および
動作は以下の通りである。
【００４１】
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【表１】

【００４２】
　あるいは、一致する電話番号を直接呼び出す代わりに、一致する電話番号または番号の
セットはその一致する電話番号に関連する各ユーザに関して対応する追加の連絡情報を戻
してもよい。例えば、ユーザはある人物の自宅番号の短縮アドレスを知っているが、その
代わりに携帯電話を呼び出すことを望む場合がある。すなわち、短縮アドレスはアドレス
・ブック・ディレクトリ探索のための探索キーとして使用されてもよい。
【００４３】
データ記憶装置
　一実施形態では、ドメイン／電話番号記憶装置１０６は、逆の数字順序（ｒｅｖｅｒｓ
ｅ　ｄｉｇｉｔ　ｏｒｄｅｒ）で電話番号を記憶する。迅速な探索のために、記憶装置１
０６は逆の数字列の電話番号に対して整数のドメインＩＤを事前保留することにより作成
される索引も含む。逆の数字を初めに記憶することは、ハッシングの形式である。最小桁
の数字によって一致させることは、当該番号の分配を任意の所与のユーザに広げるために
、電話番号の最終４桁を多少任意に割り当てることを用いる。
【００４４】
　電話番号は、そのドメイン内のメンバーシップによってまたは明示的な関連性によって
、ユーザのドメインの各々と関連付けられる。
【００４５】
例
　ユーザ、ジョー・スミスは、５１０－５５５－３５３６の電話番号を有するクライアン
ト装置を持っていると仮定する。ジョーのユーザＩＤは、ユーザＩＤ－ＪＯＥである。ド
メインＩＤ－ＷＯＲＫ＿ＸＹＺ＿ＣＯは、ジョーが働く、ＷＯＲＫ＿ＸＹＺ＿ＣＯと名付
けられたドメインに割り当てられた整数である。ドメインＩＤ－ＦＡＭＩＬＹ＿ＳＭＩＴ
Ｈは、ジョーの家族が共有するドメインであり、ＦＡＭＩＬＹ＿ＳＭＩＴＨと名付けられ
たドメインに割り当てられた整数である。
【００４６】
　ドメイン／電話番号記憶装置１０６内のデータベース表は、ジョーのクライアント装置
の全てを、以下のように、ジョーのユーザＩＤにマップする。
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５１０５５５３５３６→ユーザＩＤ－ＪＯＥ
【００４７】
　ドメイン／電話番号記憶装置１０６内のデータベース表は、以下のように、ジョーのユ
ーザＩＤをジョーの全てのドメインと関連付ける。
ユーザＩＤ－ＪＯＥ→ＷＯＲＫ＿ＸＹＺ＿ＣＯ
ユーザＩＤ－ＪＯＥ→ＦＡＭＩＬＹ＿ＳＭＩＴＨ
【００４８】
　ドメイン／電話番号記憶装置１０６内のデータベース表は、各ドメインに属する電話番
号を定義する。電話番号は逆の順序で記憶される。例えば、
ドメインＩＤ－ＷＯＲＫ＿ＸＹＺ＿ＣＯ．６３５３５５５０１５－ジョー（５１０－５５
５－３５３６に関する入力―クライアント装置はこのドメインの暗黙的メンバーであって
もよい）
ドメインＩＤ－ＷＯＲＫ＿ＸＹＺ＿ＣＯ．６３４９５５５０１５－スティーブ
ドメインＩＤ－ＷＯＲＫ＿ＸＹＺ＿ＣＯ．６６５４５５５０１５－ヘレン
ドメインＩＤ－ＷＯＲＫ＿ＸＹＺ＿ＣＯ．７２５３５５５０１５－フレッド
ドメインＩＤ－ＷＯＲＫ＿ＸＹＺ＿ＣＯ．５３５０５５５０１５－リンダ
ドメインＩＤ－ＦＡＭＩＬＹ＿ＳＭＩＴＨ．５２０７５５５０５６－フランク
ドメインＩＤ－ＦＡＭＩＬＹ＿ＳＭＩＴＨ．６３０７５５５０５６－サリー
【００４９】
　フレッドを呼び出すために、ジョーは７、２７、５２７、３５２７、５３５２７、５５
３５２７、５５５３５２７、０５５５３５２７、１０５５５３５２７、または５１０５５
５３５２７のいずれかをダイヤルできる。
【００５０】
　サリーを呼び出すために、ＦＡＭＩＬＹ＿ＳＭＩＴＨドメインがＷＯＲＫ＿ＸＹＺ＿Ｃ
Ｏよりも高く順位付けられている場合、ジョーは６をダイヤルでき、順位が逆であるかま
たは等しい場合、ジョーは０３６をダイヤルできる。順位が等しく、ジョーが３６をダイ
ヤルする場合、ジョーがどちらかを選択できるように以下の呼出しオプションが表示され
る。
サリー　６５０－５５５－７０３６（家族）
スティーブ　５１０－５５５－９４３６（職場）
【００５１】
　ほとんどの企業にとって、４桁は任意の従業員に対処するに足る。ほとんどの家族にと
って、２桁は家族の構成員に対処するに足る。一実施形態では、システムはユーザのドメ
インの各々に定数の数字を必要とするように構成されてもよい。例えば、４桁を入力する
ことは、職場ドメインを探索させ（すなわち、初めに探索させ）、一方、２桁を入力する
ことは、家族ドメインを探索させる（すなわち、初めに探索させる）。短縮アドレス数字
列を入力する場合、ユーザは探索するための（１つまたは複数の）ドメインを明示的に選
択してもよい。これは、そのユーザのためにシステムによって使用されているデフォルト
・ドメイン探索アルゴリズムを無効にする。
【００５２】
　緊急サービス電話番号（９１１）およびその他の特別キャリアが供給する短縮番号サー
ビスを維持するために、一実施形態では、一部の電話番号は短縮ダイヤル・システムを迂
回する。これは、無線キャリアによって、または製造者もしくはクライアント装置１００
によって、またはユーザによって構成されてよい。
【００５３】
ドメイン構成および設定
　ドメインは、任意の所望の方式に従って、構成され、組織され、かつ設定され（ｐｏｐ
ｕｌａｔｅｄ）てもよい。一部のドメインは確認しやすく、最低限の構成によりまたは構
成を伴わずに定義される。例えば、ＦＡＭＩＬＹドメインは、複数の携帯電話を有する無
線キャリアの「家族プラン」の会員である家族向けに作られてもよい。このドメインは、



(14) JP 2008-533763 A 2008.8.21

10

20

30

40

50

このプランに関する全ての携帯電話ユーザの電話番号が自動的に設定される。別の、プラ
ンの会員でない家族電話番号は、ユーザ構成を経由して追加されてもよい。
【００５４】
　企業ドメインは、最低限の構成を必要とするドメインのもう１つの例である。まだドメ
イン内にないクライアント装置は、ユーザ構成を経由してドメインに追加されてもよい。
ドメイン内の電話番号を有するクライアント装置は、デフォルトによってドメインと関連
付けられてもよい。
【００５５】
　頻度の低い（関心のない）電話番号が（同じドメインまたは別のドメイン内で）関心の
ある電話番号と一致する最後の（１つまたは複数の）数字を有する場合、ダイヤルされた
番号リストまたは受信された番号リストをドメインとして使用することは問題を提示する
。より高い順位のドメイン内に１つまたは複数の一致が存在する場合、これらのドメイン
により低い順位を与え、それらの範囲内の一致を表示しないことによって、この問題は緩
和され得る。
【００５６】
　ワイルド・カード（＊もしくは＃）またはその他の探索基準を使用して、ドメインを探
索することも可能である。
【００５７】
ユーザ・インターフェース
　携帯電話などの既存のクライアント装置は、ユーザに情報を提示し、問合わせに関して
ユーザからの入力を受信するのに十分な入出力構成要素を備える。そのような構成要素は
、例えば、スクリーン、キーパッド、キーボード、ローラ・スイッチ、ロッカー・スイッ
チ、ダイヤル、グラフィカル・ユーザ・インターフェース、５方向スイッチ、ノブなどを
含む。加えて、出力は音声指示を経由して実現されてもよく、入力は音声認識または任意
のその他の適用可能な技術を経由して受信されてもよい。
【００５８】
関連機能
呼出しの再ベクトリング（ｒｅ－ｖｅｃｔｏｒｉｎｇ）
　一実施形態では、本発明のシステムは被呼側の呼出しを再ベクトリングするために使用
されてよい。被呼側（電話呼出しを受ける側）は、（短縮形式または完全形式で）被呼側
に宛てた呼出しを代理電話番号または電子メール使用可能にされた音声メール・プラット
フォームなど、その他の配信アドレスに送るようにシステムを構成する。この再ベクトリ
ングは、発呼側の電話番号、発呼側によってダイヤルされた番号、時刻、明示的なまたは
暗黙的な被呼側の希望、発呼側の存在情報、被呼側の存在情報、およびその他の要因の機
能であってもよい。この機能性は、その開示が参照により本明細書に組み込まれている、
以下の関連する米国特許出願において様々に説明されるオリジン・スイッチ・ダイナミッ
ク・ナンバー・ポータビリティ（Ｏｒｉｇｉｎ－ｓｗｉｔｃｈ　Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｎｕｍ
ｂｅｒ　Ｐｏｒｔａｂｉｌｉｔｙ）に関する。
【００５９】
　２００５年２月１６日に出願したＣＡＬＬ　ＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴに関する米国特許出
願第１１／０６０，２３２号（整理番号９１９３）
　２００５年２月１６日に出願したＤＹＮＡＭＩＣＡＬＬＹ　ＲＯＵＴＩＮＧ　ＴＥＬＥ
ＰＨＯＮＥ　ＣＡＬＬＳに関する米国特許出願第１１／０６０，６４２号（整理番号１０
０３１）
　２００５年２月１６日に出願したＩＮＦＯＲＭＩＮＧ　ＣＡＬＬＥＲ　ＯＦ　ＣＡＬＬ
ＥＥ　ＡＣＴＩＶＩＴＹ　ＭＯＤＥに関する米国特許出願第１１／０６０，０８５号（整
理番号１００３２）
【００６０】
　この再ベクトリングを発呼側から独立させるために、一実施形態では、ネットワーク構
成要素は、ダイヤルされた装置に宛てた各呼出しに関してシステムのデータベースを汲み
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上げる（ｄｉｐｓ）。一実施形態では、システムのデータベースは単一の再ベクトリング
情報源である。被呼側が構成の変更を行う場合、その後の呼出しを経路付けるために、そ
の変更は速やかにシステムに利用可能となる。別の実施形態では、再ベクトリングが実行
される場合、システムの中央データベース内の構成情報は、他のネットワーク要素（例え
ば、移動交換局（ｍｏｂｉｌｅ　ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　ｃｅｎｔｅｒ）、またははるかク
ライアント自体）にまで伝搬される。
【００６１】
ネットワーク選択
　一実施形態では、本発明のシステムは呼出しが行われるネットワークの指定を行っても
よい。例えば、ユーザが短縮アドレス、または完全な電話番号を入力する場合、被呼側へ
の呼出しに最適な経路付けを行うために使用できるよう、システムは完全な電話番号（ま
たは再ベクトリングされた電話番号）およびネットワークまたは技術（ＰＳＴＮ，ＶｏＩ
Ｐ，Ｓｋｙｐｅ）で応答することができる。最適な経路付けは、費用、ネットワーク負荷
、セキュリティ、忠実度、またはその他の要因によって決定されてもよい。
【００６２】
過去の呼出し習性に基づくショートカット・ダイヤル
　ショートカット・ダイヤル・リストは、ユーザの過去の呼出し習性に基づいてユーザに
表示されてよい。このリストは、集中サービスからのデータの有無にかかわらず、ダイヤ
ル装置によって構成され得る。装置によってユーザに提示されるショートカット・リスト
は、動的に変更し、時刻、場所、過去の呼出し習性などに基づいてもよい。例えば、ユー
ザが午後６：３０から午後７：３０の間に事務所を去る際に毎日家に電話する場合、その
時点で、ユーザの自宅の番号がリストの冒頭に載る。同じユーザが毎週金曜日の午前９時
に電話会議を繰り返す場合、そのユーザ（および電話会議に参加する他のユーザ全て）は
、金曜日の午前９時の数分前に開始するショートカット・リストの冒頭に、その会議のた
めの電話参加用の電話番号を有することになる。
【００６３】
短縮ダイヤル機能への遠隔アクセス
　一実施形態では、本発明は、ユーザの通常の呼出し装置１００から呼び出さない場合で
も、ユーザが短縮ダイヤル機能にアクセスすることを可能にする。そのような能力は、例
えば、ユーザが自分の携帯電話をなくした場合、または自分の携帯電話を携帯していない
場合に有用な場合がある。一実施形態では、そのような機能性は、例えば、ユーザが任意
の電話からサービスを呼び出し、ドメインに関連する装置の電話番号、（セキュリティの
ための）パスコード、および呼び出すことに関心のある短縮番号を入力することを可能に
することによって、動作可能にされ得る。サービスは、あたかもユーザが自分の通常の呼
出し装置１００から呼出しを行ったかのように、口頭で再生するか、または結果として生
じる電話番号をダイヤルすることになる。
【００６４】
　したがって、本発明は、ユーザが呼び出すことを望む電話番号の一部をダイヤルするこ
とだけを必要とする機構を提供する。発呼側および関連するドメインに関して知られてい
る情報に基づき、システムはどの電話番号が望まれているかを決定し、その番号をダイヤ
ルさせる。このように、短縮ダイヤルは効率的に実現され、システムはまた、頻繁に呼び
出される、呼び出される側に対して呼出しを開始するために必要な最低数の数字を入力す
る（かつ記憶する）よう発呼側を訓練する。
【００６５】
　本発明は、１つの可能な実施形態に関して特に詳細に説明されている。当業者は、本発
明は別の実施形態で実施され得る点を理解されよう。まず、構成要素の特定の名前付け、
用語の大文字使用、属性、データ構造、または任意のその他のプログラム側面もしくは構
造側面は必須でも重要でもなく、本発明またはその特徴を実現する機構は異なる名称、形
式、またはプロトコルを有してもよい。さらに、システムは、説明されたように、ハード
ウェアとソフトウェアとの組合せを経由して実現されても、または完全にハードウェア要
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素で実現されてもよい。また、本明細書で説明される様々なシステム構成要素間の特定の
機能区分は単に例示的であり、必須ではなく、単一のシステム構成要素によって実行され
る機能はその代わりに複数の構成要素によって実行されてもよく、複数の構成要素によっ
て実行される機能はその代わりに単一の構成要素によって実行されてもよい。
【００６６】
　上述の一部は、情報に関する動作のアルゴリズムおよび象徴的表示の点から本発明の特
徴を示す。これらのアルゴリズム的な説明および表示は、データ処理分野の当業者がその
作業の内容を別の当業者に最も効果的に伝えるために使用する手段である。これらの動作
は、機能的または論理的に説明されていると同時に、コンピュータ・プログラムによって
実現されるものと理解されたい。さらに、一般性を失わずに、モジュールとしてまたは機
能名によって動作のこれらの構造を指すことは、時には好都合であることが証明されてい
る。
【００６７】
　上の議論から明らかなように、特に明記のない限り、この説明全体を通して、「決定す
る」または「表示する」などの用語を利用する議論は、コンピュータ・システム・メモリ
もしくはレジスタまたはその他のそのような情報記憶装置、伝送装置または表示装置内で
物理的（電子的）量として示されるデータを操作し、変換するコンピュータ・システム、
または類似の電子計算機の動作および処理を指すものと理解されたい。
【００６８】
　本発明のいくつかの側面は、本明細書でアルゴリズムの形式で説明される処理ステップ
および指示を含む。本発明の処理ステップおよび指示は、ソフトウェア、ファームウェア
またはハードウェア内で実施されてもよく、ソフトウェア内で実施される場合、リアルタ
イム・ネットワーク・オペレーティング・システムによって使用される異なるプラットフ
ォーム上に属し、そのプラットフォームから操作されるようにダウンロードされてもよい
点に留意されたい。
【００６９】
　本発明は、やはり本明細書で動作を実行するための装置にも関する。この装置は必要と
される目的で具体的に構成されてもよく、またはコンピュータによってアクセス可能なコ
ンピュータ可読媒体上に記憶されるコンピュータ・プログラムによって選択的に起動され
るまたは再構成される汎用コンピュータを備えてもよい。そのようなコンピュータ・プロ
グラムは、フロッピー（登録商標）・ディスク、光ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、光磁気ディ
スク、読出し専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）、ＥＰＲＯ
Ｍ、ＥＥＰＲＯＭ、磁気カードもしくは光カード、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を
含む任意の種類のディスク、または電子指示の記憶に適した任意の種類の媒体などである
が、これに限定されないコンピュータ可読媒体内に記憶され、各々、コンピュータ・シス
テム・バスに結合されてもよい。さらに、明細書で言及されるコンピュータは、単一のプ
ロセッサを含んでもよく、または増大した演算能力のために複数のプロセッサ構成を用い
るアーキテクチャであってもよい。
【００７０】
　本明細書で示されるアルゴリズムおよび動作は、任意の特定コンピュータまたはその他
の装置に本質的に関連しない。本明細書の教示に従って、プログラムと共に様々な汎用シ
ステムが使用されてもよく、または必要とされる方法ステップを実行するためにより専門
の装置を構成することが好都合であることが証明される可能性もある。これらの様々なシ
ステムに必要とされる構成は、均等な変更形態と共に、当業者に明らかになるであろう。
加えて、本発明は任意の特定のプログラム言語を参照して説明されていない。本明細書で
説明されるように、本発明の教示を実現するために様々なプログラム言語が使用されても
よく、特定の言語の任意の参照は、実行可能な発明および本発明の最良の形態のために提
供されている点を理解されたい。
【００７１】
　本発明は、多数のトポロジー上の様々なコンピュータ・ネットワーク・システムに適し
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ている。この分野内で、大型ネットワークの構成および管理は、インターネットなど、ネ
ットワーク上で異なるコンピュータおよび記憶装置に伝達的に結合された記憶装置および
コンピュータを含む。
【００７２】
　最後に、本明細書で使用される言語は、主として読みやすさおよび指導の目的で選択さ
れており、本発明の主題を詳細に描写するために、または限定するために選択されている
可能性はない点に留意されたい。したがって、本発明の開示は、特許請求の範囲で示され
る本発明の範囲を、限定するのではなく、例示することが意図されている。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】一実施形態による本発明を実施するためのアーキテクチャを示す構成図である。
【図２】第２の実施形態による本発明を実施するためのアーキテクチャを示す構成図であ
る。
【図３】本発明による電話呼出しの開始方法を示す流れ図である。

【図１】 【図２】
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